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「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
」

神
立
駅
周
辺
整
備

 

Ｊ
Ｒ
神
立
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
的
機
能

の
充
実
化
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
駅
の

橋
上
化
を
は
じ
め
と
し
た
神
立
駅
周
辺
整

備
事
業
や
街
路
整
備
事
業
を
進
め
て
お

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

道
路
整
備

 

土
浦
協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

公
共
交
通

快
適
な
地
域
交
通
環
境
を
形
成
し
て
い
く

た
め
に
、
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
地
域
交
通
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

防
災
の
強
化

 

地
域
に
根
差
し
た
防
災
体
制
の
構
築
を

さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
市
民
を
交
え
た

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
促
進
や
防
災
士
の
育
成
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
さ
ら
に
は

老
朽
化
し
た
霞
ヶ
浦
地
区
の
防
災
無
線
の

更
新
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
、
市
民
の

安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ご
み
処
理

 

ご
み
の
減
量
化
・
分
別
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
広
域
連

携
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

「
健
や
か
・
安
心
・
思
い
や
り
の

ま
ち
づ
く
り
」

子
育
て
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

市
民
誰
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
安
心

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

保
健
・
医
療

 

任
意
予
防
接
種
で
は
、
引
き
続
き
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

少
子
化
対
策

  

県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
、

不
妊
に
悩
む
市
民
の
方
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

収
納
率
の
向
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
や
重
複
・
頻
回
受
診
者
に

対
す
る
適
正
受
診
指
導
な
ど
に
よ
り
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
、
国
保
財
政
の

健
全
化
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
推
進

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康

で
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う「
健
康
づ

く
り
計
画
」を
策
定
す
る
ほ
か
、
医
療
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
保
険

 

各
種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
生
活

支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

提
供
し
、
地
域
で
支
え
合
う
た
め
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

児
童
福
祉

 

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
質
や
量
の
拡
充

を
図
る
な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
確
保
に
よ

る
待
機
児
童
の
解
消
、
さ
ら
に
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
展
開
に
よ
る

子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

 

引
き
続
き
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

「
豊
か
な
学
び
と
創
造
のま

ち
づ
く
り
」

学
校
支
援

霞
ヶ
浦
地
区
の
小
学
校
統
合
に
よ
り
、
通

学
面
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
よ
り
児

童
の
負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
学
校
生
活

面
に
お
い
て
も
、
児
童
・
保
護
者
が
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
両
小
学

校
に
Ｔ
Ｔ
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
な
ど

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
整
備

 

小
学
校
統
合
に
伴
う
給
食
室
の
整
備
の

ほ
か
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

と
し
て
下
稲
吉
小
学
校
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

公
民
館
活
動

 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の

自
主
性
・
独
自
性
を
尊
重
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
目
的
に
、
新
た
に
中
学
校

単
位
の
公
民
館
組
織
を
立
ち
上
げ
、
学
習

や
集
会
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域

住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
」

特
産
品

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
首
都
圏
の
食

材
サ
ロ
ン
で
本
市
が
誇
る
農
水
産
物
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
喚
起
を
図

り
ま
す
。

観
光
誘
客

 

首
都
圏
や
茨
城
空
港
、
成
田
空
港
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
霞
ヶ
浦
、
筑
波
山
、

あ
る
い
は「
食
」と
い
っ
た
魅
力
あ
る
地
域

資
源
を
最
大
限
活
か
し
、
観
光
交
流
人
口

平成28年度
施政方針

平成28年かすみがうら市議会第1回定例会におい
て、 坪井市長が平成28年度の市政運営に対する
施策概要を述べました。
今回は、 平成28年度のまちづくりへの取り組みを紹
介します。 （抜粋）

の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
振
興

 

交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
、
市
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
法
人
の
設
立
を
検
討

し
ま
す
。

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

　 

土
浦
市
・
つ
く
ば
市
・
笠
間
市
・
桜
川
市
・

石
岡
市
な
ど
の
自
治
体
の
ほ
か
、
筑
波
大

学
や
産
総
研
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

平
成
28
年
度
の
正
式
認
定
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
費
者
行
政

 

市
民
の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

積
極
的
な
企
業
誘
致
や
６
次
産
業
化
な

ど
に
よ
る
農
水
産
業
の
さ
ら
な
る
育
成
の

ほ
か
、
創
業
・
起
業
の
支
援
も
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

 

地
域
集
会
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
整

備
を
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

 

市
民
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
自

主
的
・
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
と
行
政
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
、
共
に

協
力
し
て
、
特
に
社
会
全
体
で
支
え
創
る

「
共
助
」と「
共
創
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、本
市
の
価
値
を
高
め
、「
み

ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会

 

市
民
や
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
引

き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
る
た
め
小
学
校
で
の
出
前

授
業
を
開
催
し
、
地
域
に
お
け
る
意
識
啓

発
に
努
め
ま
す
。

広
報
・
広
聴
活
動

 

行
政
の
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
伝
達
し

て
い
く
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
声
を
聴

取
し
、
行
政
と
市
民
が
情
報
を
共
有
す
る

た
め
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

第
２
次
総
合
計
画

　 

計
画
的
・
安
定
的
な
行
政
経
営
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
～
38
年
度
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た「
第
２
次
総

合
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

 

平
成
28
年
度
よ
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
た
事
業

を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

行
財
政
改
革

 

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
基

盤
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

公
共
施
設

 

適
正
配
置
な
ど
の
具
体
的
な
方
向
性
の
整

理
を
進
め
、
道
路
・
橋
梁
・
上
下
水
道
な

ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
・
整
備
に
つ
い
て

も
、
計
画
的
な
管
理
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

KASUMIGAURA CITY
社
会
全
体
で
支
え
創
る

「
共
助
」と「
共
創
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

施政方針の全文は市ホームページで
ご覧いただけます

かすみがうら市　施政方針

平成28年度施政方針

問 政策経営課（千代田庁舎）
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一般会計歳出 平成　　　　年度

予
算
の

概
要

平
成
28
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、「
行
財
政
改
革
の
徹
底｣

、｢

意
識
改
革
の

実
践｣

と
い
っ
た
観
点
に
立
ち
、
事
業
の
必
要
性
や
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
十
分
に
精

査
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。
一
般
会

計
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
２
８
２
億
９
１
２
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
８
億
９
７
８
０
万
５
千
円
、
３
・
１
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は

１
７
０
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
１０
億
円
、
５
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
政
策
経
営
課
財
政
担
当（
千
代
田
庁
舎
）

[ グラフの表示 ]
・ 区分
・ 予算額
・構成比（前年度比）

一般会計歳入

自

源
財

主

源
財

存
依

市税
53 億 7,624 万円
31.6％ （2.3％）

繰入金
5 億 1,356 万 4 千円
3.0％ （▲ 44.5％）

繰越金
1 億 5,000 万円
0.9％ （0.0％）

その他自主財源
5 億 1,081 万 3 千円
3.1％ （1.2％）

地方交付税
36 億円
21.2％ （1.4％）

国庫支出金
24 億 3,198 万円
14.3％ （▲ 5.6％）

地方債
21 億 1,510 万円
12.4％ （▲ 24.6％）

県支出金
11 億 4,134 万 3 千円
6.7％ （▲ 0.2％）

その他依存財源
11 億 6,096 万円
6.8％ （6.3％）

［歳入予算概要］

▶�市税は、市民税や固定資産税の増収を見込み、122,999千円、2.3％の増。

▶�地方消費税交付金は、消費税納付額の増加に伴い、58,258千円、9.2％の増。

▶�地方債は、学校統合環境整備に係る合併特例債等、消防救急無線のデジタル

化および消防団デジタル無線配備への緊急防災・減災事業債などに係る分の

減に伴い、688,700千円、24.6％の減。

▶�基金からの繰入金は、土浦協同病院建設支援事業補助金などに充てるものや、

公立学校統合環境整備に係るものなどが減となり、411,961千円、44.5％の減。

【性質別歳出】

義

経
的

務

費

投資的
経費

そ

経
他
の

費

人件費

19.5％ （1.9％）
33 億 1,318 万 3千円

扶助費

16.0％ （1.3％）
27 億 1,549万 7千円

普通建設事業費

12.3％ （▲ 41.0％）

その他費

41.0％ （4.2％）
69 億 7,541万 6千円

《主な内訳》
物件費
　27億 774 万 2千円

繰出金
　22億 3,378 万 4千円

補助費等

　17億 6,431万円

公債費

11.2％ （3.8％）
19 億 659万 2千円

20億 8,931万 2千円

民生費

34.9％ （1.3％）
59 億 3,133 万 6千円

総務費

10.8％ （1.7％）
18 億 2,904 万円 6千円

土木費

13.4％ （▲ 2.1％）
22 億 8,096万 2千円

公債費

11.2％ （3.8％）
19 億 660万 7千円

教育費

12.4％ （▲ 24.5％）
21億 969万 2千円

消防費

4.9％ （▲ 12.9％）
8 億 3,723 万 4千円

農林水産業費

4.1％ （8.3％）
6億 9,128 万円

衛生費

5.8％ （▲ 27.0％）
9億 9,106万 5千円

その他

2.5％ （▲ 1.1％）
4 億 2,277万 8千円

［歳出予算概要］

▶�教育費は、公立小中学校に係る施設統合

環境整備事業がおおむね終了したことな

どにより、685,049千円、24.5%の減。

▶�衛生費は、土浦協同病院新築事業補助

金などがなくなったことにより、366,272

千円、27.0%の減。

▶�消防費は、消防団施設整備事業などの完

了により、123,716千円、12.9％の減。

▶�農林水産業費は、農地維持・資源向上対

策事業や林業振興事業の増額などによ

り、53,207千円、8.3％の増。

【目的別歳出】

歳出
１７０億円

歳出
１７０億円

歳入
１７０億円

平成28年度当初予算の概要

一般会計予算総額 170億円

義務的経費▶▶▶�その支出が義務づけら
れ、任意に節約ができな
い経費（人件費、扶助費、
公債費）

投資的経費▶▶▶�道路や施設などの整備に
使う経費（普通建設事業
費、災害復旧費）

その他経費▶▶▶�上記以外の経費（物件費、
補助費等、積立金など）

自主財源▶▶▶�市が自主的に収入できる財源

依存財源▶▶▶�国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険特別会計 56億 630 万円 △ 2.8％

後期高齢者医療特別会計 6億 7,530 万円 4.4％

下水道事業特別会計 12億 680 万円 7.4％

農業集落排水事業特別会計 4億 7,300 万円 8.4％

介護保険特別会計 33億 2,980 万円 3.6％

企業会計 予算額 前年度比

水

道

事

業

会

計

収益的収入 10億 3,728 万 1千円 △ 5.0％

収益的支出 10億 848 万 2千円 △ 2.6％

資本的収入 2億 5,695 万 1千円 56.2％

資本的支出 5億 5,239 万 8千円 18.9％


